
   狭山市立堀兼中学校  

学びの道（学びのたより） 
 

『堀兼中学校での学びは、きっと生徒の未来を生きる力の宝となる。』 

堀兼中学校は、無限の可能性を持った生徒が育つところ 
 

私が堀兼中学校に校長として着任して、もうすぐ１ヶ月となります。本校の生徒たちは、日々

授業を中心とする教育活動の中で学び、そして本校の教職員は教育公務員として実直に、そして

『未来をつくる子供たち』が育つために、自覚と責任、誇りを持って職務にあたっております。

『未来を育てる私たち』。今後とも、保護者の皆様、地域の皆様と手を携えて前進してまいりま

しょう。 

 

『校長 心の発信』 
【堀兼殉国慰霊祭】 

４月２６日（日）、堀兼中学校校舎北側に面している堀兼慰霊碑の尊前で、堀兼殉国慰霊祭が

行われました。私も堀兼中学校校長として自ら望んで参列させていただきました。戦後８１年を

迎えましたが、それ以前は、確かに日本は戦渦にありました。この堀兼地区からも１９０名以上

の方が、日本を守るために戦死され、今、その方々の御霊（みたま）が堀兼慰霊碑のもとで眠っ

ていらっしゃいます。 

今も世界の国々では戦争が起こり、それぞれの正義の名のもとに、かけがえのない尊い命が奪

われています。そして、たくさんの方々が苦しんでいらっしゃいます。 

戦争はどうして起こるのか？ 他者を想い、認め、尊重していくことができるならば、もっと

幸せな世の中がつくられていくのではないかと思います。 

多様性や他者の受容、善なる個性の尊重、自分と他者は同じではない、みんな違ってみんない

い。そしてその中で『和』を大切に。そんな世の中をここ、堀兼中学校からもつくっていきまし

ょう。 

 
《次号より、学校だよりはスクリレでの配信を予定しております。スクリレのご登録をお願いいたします。また、紙で学校だよりを受け取りたいご家庭につき

ましては、お子様を通して担任あるいは本校職員にお声かけください。連絡を受けた職員を通して、お子様に紙ベースの学校だよりをお渡しします。》 
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【生徒朝会】 

 ４月２１日（火）、今年度初めての生徒朝会が

行われました。生徒会のみんなが運営。その上で、

今日のメインは、各委員会委員長からの挨拶と抱

負、そして安全委員会の発表でした。みんな素晴

らしかった。そして、聞いている全校生徒の姿も

素敵だった。堀兼中の素敵なところにまた一つふ

れることができました。ありがとう。 

【地域の力】 

 先日、教頭先生と地域へのあいさつにまわりま

した。公民館長や自治会長にあいさつ回りをして

感じたこと、それは、見えないところで学校は、

子供たちは守られ支えられているんだなぁとい

うこと。感謝です。地域と共にある学校であるこ

との大切さを強く感じました。学校と地域が子供

を中心につながり支えていく、そして『未来をつ

くる子供たち』が育っていく。尊いことです。 

 

【保護者会】 

 保護者の皆様、４月２４日（金）保護者会に足を運んでくださいまして、誠にありがとうございます。

私たち堀兼中学校教職員一同、保護者の皆様の宝でありますお子様を、私たちにとっては未来をつくっ

ていく日本の宝であります生徒一人一人を、本校の教育活動を通して、全力で支え、自律し、自立し、

それぞれの善なる個性を輝かせていける人となっていくよう、心を込めて関わってまいります。 

 



 

『「共に学び、共に伸びる生徒」が育つ堀兼中』 コーナー         

 

『学びの姿 学びの事実』写真集 

本校の職員室前の廊下に、このようなコーナーを設けました。 
ここには本校の生徒たちの学びの姿、学びの事実が写っています。 
本校の生徒たちは、確かにこの時この瞬間にこのような学びをおこなっていました。 
そしてこの『学び』の継続と積み重ねを通して『生きる力』を獲得していきます。 
本校の学校教育目標『共に学び、共に伸びる生徒』が育つ学校が実現するよう、 
本校全教職員で目指してまいります。 
保護者の皆様、地域の皆様、本校にいらっしゃったときには、是非、職員室前にお寄りいただき、 
生徒たちの『学びの姿 学びの事実』を観ていただけたら幸いです。 
どうぞよろしくお願いいたします。 
 

保護者の皆様、地域の皆様、『共に学び、共に伸びる』生徒が育つよう、共に歩んでいきましょう。 

 
  

 
 


